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成分名 リン酸水素カルシウム水和物 

英 名 DIBASIC CALCIUM PHOSPHATE 

CAS No. 7789-77-7  

収載公定書 日局  食添  EP  USP  

A TOXNET DATABASEへの

リンク 

https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/rn/7789-77-7  

 

投与経路 用途 

経口投与   基剤、結合剤、懸濁（化）剤、コーティング剤、

糖衣剤、賦形剤、分散剤 一般外用剤 

歯科外用及び口中用 

 

JECFA の評価 

カルシウムは人体に不可欠な無機質の１つである。カルシウムの代謝はリンとビタミンＤとの摂取

に関係があり、特にリンとの関係では、その比が１：２～２：１であるのが望ましいとされている。

FAO/WHO は、食品添加物としてのリン酸化合物の評価は、天然のリン化合物が広く存在するた

め総リン摂取量に関係づけて行う必要があるとし、すべての摂取源からリンとして１日最大耐容摂

取量（MTDI）を 70mg/kg としている。1)  

 

以下については該当文献なし 

１．単回投与毒性 

２．反復投与毒性 

３．遺伝毒性 

４．原性 

５．生殖発生毒性 

６．局所刺激性 

 

７．その他の毒性 

これらの実験は食品の塩化物、リン、硫酸塩の相対的酸産生度とニワトリが産む卵の殻質への

影響 について行われたものである。これらのイオンのカルシウム塩がとうもろこし大豆の餌に添

加物 150～450meq/kg 塩化物、150～600meq/kg リン酸単塩基、150～1,200meq/kg リン酸二塩 

基、150～1,200meq/kg 硫酸塩として加えられた。その結果、卵を産むのにニワトリが塩化物で は

200meq/kg（食品中 0.95%総塩化物）まで、硫酸塩では 450～600meq/kg（2.16～ 2.88%硫酸塩）ま

で添加しても安全であることが示された。これらより高いレベルでは殻質に逆影響 を及ぼし、血

液の酸塩基のバランスを変えた。リン酸単塩基とリン酸二塩基とでは、ニワトリは卵を産むのにか

なり違った反応をした。900～1,200meq/kg リン酸二塩基（1.95～2.41%総リン）添加では卵を産むの
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に逆影響はなく、450meq/kg（1.25%総リン）添加まで殻質に影響はなかった。反対に、150meq/kg

リン酸単塩基（食品中 1.02%総リン）によっては卵を産むのにかなり支障が 生じた。この結果は、

リン酸単塩基（リン酸二塩基ではない）の形では強い酸性イオンを生じ、卵を産むことと殻質への

影響のほとんどはナトリウムあるいはカリウム重炭酸アルカリ塩により好転させることができること

を示した。これら酸性イオンのカルシウム塩の酸産生度の比較は、リン酸塩（単塩基）＞塩化物＞

硫酸塩＞リン酸塩（二塩基）であった。2)  

８．ヒトにおける知見 

該当文献なし  
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